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ベルナール・ビュフェ美術館
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《ひつじ（毛糸玉用）》

《とり》

《ありくい》

《誕生のかたち》

《さえずり》

2026年

4/3FRI .－9/1TUE.
開館時間 ： 10:00～ 17:00 ※入館は閉館の30分前まで
休 館 日 ： 水曜日・木曜日（祝・休日の場合は翌金曜日を休館）＊開館情報は公式サイトをご確認ください
入 館 料 ： 大人1,500円（1,400円）／高・大学生750円（650円）／中学生以下無料 ※（　）内は20名様以上の団体割引
主　　催 ： 一般財団法人　ベルナール・ビュフェ美術館
後　　援 ： 静岡県教育委員会、沼津市教育委員会、三島市・三島市教育委員会、裾野市・裾野市教育委員会
　　　　　長泉町・長泉町教育委員会、清水町・清水町教育委員会、静岡新聞社・静岡放送

ベルナール・ビュフェ美術館　別館2階
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学芸員によるギャラリートーク ※予約不要、入館料が必要です。

学芸員が展示について解説します。
4月19日（日）、5月17日（日）、6月21日（日）、7月19日（日）、8月16日（日）
15時から約30分程度

〒411-0931 静岡県長泉町東野515-57
Tel. 055-986-1300　Fax. 055-987-5511　www.buffet-museum.jp/

ベルナール・ビュフェ美術館
【自動車の場合】
新東名・長泉沼津I.C. または東名・沼津I.C.→伊豆縦貫道（東駿河 湾環状道路）→長泉I.C.出口 /
R246を右折 / 「城山」交差点左折 / 静岡がんセンター方面へ（新東名長泉沼津I.C.より約5km）
【電車の場合】 
JR東海道線［三島駅］下車 南口3番のり場より富士急シティバス駿河平方面行
（バスの運行本数に限りがあります。詳細は公式サイトをご覧ください）

2026年 4月5日（日） 14時から約30分程度
講師：杉山理絵（布と土arc. 主宰）
＊予約不要。入館料が必要です。

ギャラリートーク

「見立てのワークショップ」
2026年 4月12日（日） 「色とカタチの簡単アート」
　　　　6月14日（日） 「木のカケラ・何になるかな？」
　　　　8月9日（日）  「布のカタチ～いきものに見立てる」
時間：13:30 ～15:00
場所：ビュフェこども美術館
講師：杉山理絵（布と土arc. 主宰）
参加費：作品を作る方500円（高校生以上は別途入館料が必要）
定員：15名
＊要予約  お電話にてご予約ください。（開催日の約１カ月前に当館
　ウェブサイトにて発表いたします。）

ワークショップ

長谷川ジェットワークショップ
地元長泉町のアーティスト 長谷川ジェット氏を講師にお迎えし
てワークショップを開催します。
2026年 5月10日（日）、7月12日（日）
時間：13:30 ～15:00
場所：ビュフェこども美術館
参加費：作品をつくる方500円（高校生以上は別途入館料が必要）
定員：15名
＊要予約  お電話にてご予約ください。（開催日の約１カ月前に当館
　ウェブサイトにて発表いたします。）

《弓形のあかり》《平面タングラム》

《キツツキ》

《とり （ギンナン割り）》

《とり（アカコブサイチョウ）》《触の引き出し箱シリーズ・いきもの》

《アルマジロ》

1942年静岡県函南町生まれ。造形家。

木材を中心にした作品を展開。日本文化の考えをベースとした作品づくりや、家具、レ

リーフ、モニュメントから、あかりシリーズ、生きものたち、遊びと学びの一体化したこ

どもたちのための作品の提案など、活動は多岐にわたる。愛知教育大学教育学部助教

授、静岡大学教育学部教授（その後名誉教授）、富士常葉大学保育学部特任教授を歴

任。著書『木でつくろう（造る絵本シリーズ）』（小峰書店1987年）、『発想する発見するデ

ザインフォーマット』（明治図書出版2005年）ほか多数。企画展「木とのふれあいワール

ド1・2」（1998年・2002年全国巡回）、「造形の森展」（2001年全国巡回）、「アートで

ZOO・あかりの造形・日本人のこころとかたち」（2016年 佐野美術館）、「杉山明博　60

年の軌跡　発想のデザイン展　親子であそぼ・木のおもしろワールド」（2025年 秋田

県立近代美術館）など、展覧会も多数開催している。2024年に瑞宝中綬章を受章。

造形作家の杉山理絵氏（布と土arc. 主宰）をお迎えし、父であ
る杉山明博が作品に込めた思いや、その美術教育の歩みを紐解く
ギャラリートークとワークショップを開催します。

　　　　

杉山明博　経 歴

同時開 催
ベルナール・ビュフェと写真―カメラがとらえたビュフェとその時代、そして21世紀へ

アクセス

関連イベント

会期中のその他イベント

　当館では、昨年9月に逝去された造形家、杉山明博の追悼展を開催
します。木をこよなく愛した杉山は、独自の木工技術を用いて、創意に
富んだ作品を次々と生み出しました。「遊びと学びは一体のものであ
る」と確信していた彼は、木に触れ、遊び、考えることが子供たちの感
性や発想力の育成につながるという見解を、生前に教鞭をとった静岡
大学を中心に、さまざまな教育現場で発信し続けました。
　杉山は当館のある静岡県長泉町に近い函南町に生まれ、生涯を通し
てそこを拠点に活動しました。造形家としての活動は静岡県内にとどま

らず、おかざき世界子ども美術博物館や、秋田県立近代美術館での展
覧会など、日本全国に広がっていました。また当館の館長（在任2019
年～2022年）として手腕を発揮する一方で、静岡県内の子どもを対象
とした公募形式の「絵画展」でも、長年にわたり審査員を務めました。
　本展では、当館の別館展示室に杉山の作品を一堂に展示します。木
を素材にした木工の妙技をご覧いただくとともに、彼の美術教育への
情熱と成果についても紹介します。現代社会における美術のあり方を
考える機会として、あらためて杉山明博の功績を振り返ります。

※上記展覧会は、新館での企画展となります。


